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本日ご来場の皆様におかれましては、ご多用中にも関わらず
ご出席を賜り、主催者を代表して心から御礼申し上げます。
皆様がご存じのように、外国人技能実習制度は、民間ベー

スにおける技能・技術・知識の移転を通じ、開発途上国等の
経済発展を担う人材育成に貢献することを目的とし、創設されま
した。
JITCOは、1991年の設立以来、技能実習制度の発展の歴

史と共に歩んでまいりましたが、おかげさまで、今年、創立以来、
25年を迎えることができました。これも、ひとえに、賛助会員の
皆様を始め、関係各位の長年にわたるご支援の賜物と、この場
をお借りして、厚く御礼申し上げます。
技能実習制度は四半世紀にわたり、景気変動等による荒波を

受けながらも、実習期間の延長、技能実習２号対象職種の拡
大等の制度改正を伴いつつ、発展と拡充を遂げてまいりました。
その一方で、賃金不払いや長時間労働といった不適正事案が、
一部の関係者とはいえ発生し、技能実習生に対する人権保護
が十分ではないとの批判が国際社会からも寄せられております。
こうしたことを背景に、「外国人の技能実習の適正な実施及び
技能実習生の保護に関する法律案」が、国会に提出されており、
技能実習制度は、今、大きな転換点を迎えようとしています。
法案が可決・成立した場合には、新たに外国人技能実習機

構が設立され、監理団体、実習実施機関に対する監督機能
が強化されるものと思われますが、JITCOは、技能実習制度
に関する総合支援機関として、新制度移行後も、監理団体、
実習実施機関の皆様に向けた、申請書類の点検・取次ぎ、セ
ミナーの開催、各種相談の受付、教材等の提供といった各種
支援をより一層充実してまいります。
最後になりますが、このJITCO交流大会が、ご出席の皆様

にとりまして、技能実習制度に関する最新の動向を共有する有
意義な機会となり、技能実習生、監理団体、実習実施機関を
はじめとする制度関係者が互いに手を携え、共に前進していく
一助となりましたら、幸いでございます。

2016年JITCO交流大会のご報告

技能実習制度とJITCOの歩み
少し、技能実習制度とJITCOの歴史を振り返ってみたいと

思います（3ページ 図１）。
技能実習生及び研修生の新規入国者数は、1991年の研

修制度時代の43,649人から緩やかに推移してきましたが、
2000年以降、右肩上がりで増加しました。リーマンショックを機
に一旦減少したものの、再び増加傾向にあり、2015年は過去
最高の11万2,706人となっています。1991年と比べ、この25

交流そして友好の発展～

2016年10月7日、経団連会館（東京都）において「2016年JITCO交流大
会」が開催されました。本稿では、当日の講演、発表の様子をご紹介します。
※誌面の都合上、実際の講演の一部のみを掲載。内容は2016年10月7日時点に基づく。

（公財）国際研修協力機構 理事長　

鈴木 和宏

（公財）国際研修協力機構 専務理事

新島 良夫

開会挨拶

技能実習・研修状況のご報告

第一部では、公益財団法人 国際研修協力機構理事長 鈴木
和宏による開会挨拶に続き、同専務理事 新島良夫より、
2016年度の技能実習・研修状況についてご報告しました。
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図1　技能実習制度とJITCOの歩み　出所:JITCO白書

年で３倍近くまで増加しています。
　研修制度に端を発した現在の技能実習制度がスタートした
のは1993年、JITCOはその２年前の1991年に設立されまし
た。90年代始めには、中国とのＲ/Ｄ（討議議事録）締結や
JITCO 地方駐在事務所の開設、母国語相談や日本語作文
コンクールをスタートしました。JITCO 交流大会の開始は2005
年で、その後2012年に公益財団法人に移行し、現在に至り
ます。
　昨年、技能実習制度の新しい法案が国会に提出され、現在、
継続審議中です。技能実習制度は今、大きな転換点にあると
言えます。

新制度移行後のJITCOの支援事業
　JITCOは、新制度移行後も、監理団体、実習実施者、
送出し機関等への「総合支援機関」として、本部及び地方駐
在事務所において、技能実習に関わる様 な々疑問やニーズに
応じて相談を受け、制度関係者と共に問題解決に努めてまい
ります。
　「総合支援機関」としての柱は、今までの事業を再編し、５
つとしました（図２）。
　「受入れ支援事業」については、監理団体等への訪問相談、

法令等の案内・解説・相談、各種セミナーの開催等を今まで
以上に行う予定です。「手続き支援事業」については、地方
入国管理局に加えて、新設される外国人技能実習機構へ提
出する書類の点検・取次ぎ、提出を新たに行いたいと考えて
います。「送出し支援事業」については、送出し国政府との協
議や送出し機関情報の提供をより充実していきたいと考えてい
ます。「実習生保護支援事業」については、母国語相談や法
的保護講習支援等を継続する予定です。「人材育成支援事
業」については、各種教材の提供や日本語教育支援等を引き
続き行う予定です。

図２　新制度におけるJITCOの支援事業

→

→

トピックス2

念 

校

か
け
は

」
V
1

月

　
　

仕上サイズ
データ 登録
297
210
左アキ

297
210
左

天地
左右
アキ

冨
田

1
V
D
52p

CS5.5

3P-FUJG@002-010.indd   3 2016/12/10   19:45



4 かけはし2017.1 Vol.128

967 721 659
292 348 559

53 94
37 69 43
31 13 21

1,327 1,204 1,376

 

 

 

結び

■受入れ支援事業
　労働省の委託により、監理団体等への個別訪問を行う巡回指導は、
2015年度に7,112件行っています。

■手続き支援事業
　地方入国管理局への入国・在留手続き支援では、2015年度は約13万
人分の申請書類の点検・取次ぎを実施しました。

■実習生保護支援事業
　技能実習生に対し、日本語の他、中国語、インドネシア語、ベトナム語、
フィリピン語の４ヶ国語で母国語相談を行っています。昨年度の相談件数
は、1,376件と前年度より増加し、その内容は賃金不払や長時間労働等
のトラブル相談が多くなっています。

■送出し支援事業
　2015年度の認定送出し機関に関する情報提供は、ベトナム、フィリピン、
カンボジア、ミャンマーといった東南アジア諸国が上位を占めています。

■人材育成支援事業
　日本語教材・素材や、日本語指導の情報等を掲載したシステム「JITCO
日本語教材ひろば」へのアクセス数は70,482 件でした。JITCOのホーム
ページ（ http://hiroba.jitco.or.jp/categories/）から登録してご利用
いただけます。
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　新制度では、「外国人技能実習機構」が新
設され、監理団体の許可に関する調査、実習
実施者からの届出受理、技能実習計画の認定、
実地検査等が実施される等、管理監督機能が
強化される予定です。一方で、技能実習制度
が適正かつ円滑に推進されるためには、JITCO
としては監理団体、実習実施者、送出し機関
等への支援を引き続き行っていくことが重要だと
考えています。
　JITCOは「手続き支援、受入れ支援、送出
し支援、人材育成支援、実習生保護支援」の
５つを軸に、新制度移行後も、 本部及び地方
駐在事務所において、ニーズに応じた総合支
援を展開してまいります。関係各位の皆様の一
層のご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

第

図３　新制度における関係機関とJITCO（想定）

各支援事業の2015年度実施状況（講演より一部抜粋）
　次に、今後のJITCOのイメージを明らかにするために、現在の各支援事業の実施状況を説明いたします。
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　私からは、外国人技能実習制度の現状についてご説明い
たします。平成28年６月末の在留者数は約21万人、中国が
減少傾向にあり、ベトナムが増加傾向です。平成28年１～６月
の上半期の新規入国者数は、中国の約１万6000人に対し、
ベトナムが約２万人と上回っており、近い将来、在留者数も入
れ替わる可能性があります。

　一方で、技能実習生の中には、何らかの理由で失踪する
者が増えており、平成27年は技能実習生の失踪者数は5,803
人に上りました。入国管理局において調査と対策を行っていま
すが、監理団体の皆様におかれましては、入国以前より、送
出し機関や技能実習生に本制度の趣旨をきちんと説明し、意
欲のある人の選抜に努めていただきますようお願いいたします。
上半期の失踪者数は昨年同期比でやや減っております。引き
続き、監理団体等の皆様のご協力も得ながら対策を進めてま
いります。
　また技能実習の途中で帰国する者も増えております。昨年
は約１万4000人に上りました。大半は、本人も納得して帰国
の途につくものの、中にはいわゆる「強制帰国」であって、監理
団体・実習実施機関が不正行為と認定されるケースもあります。
入国管理局では、まだ在留期間が残っている技能実習生が

法務省入国管理局 入国在留課長　

丸山 秀治 様

技能実習制度の現状

続いて第二部では、法務省から「技能実習制度の現状」について、厚生労働省から「技能実習制度の
見直し」についてご講演いただきました。また横浜労災病院勤労者メンタルヘルスセンター長　山
本晴義様に「技能実習生のメンタルヘルス対策」についてご講演いただきました。

第二部
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帰国する場合は、出国手続きの際に、本人に帰国の意思が
あるか確認を行っております。監理団体等の皆様におかれまし
ても、途中帰国せざるをえない事情を説明し、本人の同意を
得て帰国手続きを行うよう、お願いいたします。　
　次に、不正行為の現状についてご説明します。昨年、不
正行為と認定され、一定期間の受入停止の通知を行った数
は273件、その内訳は団体監理型の実習実施機関で238件、
監理団体32件、企業単独型が３件です。不正行為の認定と
は別に、改善の指導を受けている監理団体や実習実施機関も
ございます。
　不正行為は、平成21年の法改正を経て一度は減少したも
のの、実習実施機関等の増加に伴いじわじわと増えています。
制度の理解が不十分なまま、技能実習生を単純な労働力と見
なしている誤った事例が見受けられます。
　不正行為を類型ごとに見ていきますと、「賃金等の不払」の
事例が最も多くなっています。縫製業を営む実習実施機関で、
技能実習生９名に、約２年８ヶ月間にわたり時間外労働に対す
る割増賃金の一部を支払わなかったケースがございました。他
にも、36（サブロク）協定内の労働時間数について割増賃金は
支払っているが、それを超える時間数については、割増賃金
を支払っていなかった事例や、残業代を正規の割増賃金では
なく安い単価として支払っている事例等も報告されています。
　次に多いのは「偽変造文書等の行使・提供」です。例えば、
実習実施機関で、監理団体の事務局長が個人事業として営
む労働者派遣会社から不法就労者の派遣を受けて作業を行
わせ、当該事務局長が当該実習実施機関に対し監査を行っ
ていたケースで、監理団体が実習実施機関における不正行為

を把握しながら、不法就労者の雇用はないかのような虚偽の
記載をした監査結果報告書を地方入国管理局に提出しており
ました。
　また「技能実習計画との齟齬」の事例では、実習実施機関
で、受注減少により実習現場が十分に確保できなくなったとして、
「型枠施工」の技能実習を行うとして受け入れた技能実習生
を、他の実習実施機関において「木製建具手加工作業」に従
事させた事案がありました。
　「労働関係法令違反」については、36協定に規定する限度
時間を超える時間外労働を行わせた事例や、労働基準監督
官に対し虚偽の陳述及び虚偽の記載をした賃金台帳を提出し
た事例（労働基準法第101条違反により是正勧告を受け、ま
た同法第101条違反に関し当該実習実施機関及び労務管理
責任者がそれぞれ罰金刑に処せられた）等がございます。
　不正行為の類型には、この他にも「暴行・脅迫・監禁」「旅券・
在留カードの取上げ」「人権を著しく侵害する行為」「監理団体
における『不正行為等の報告不履行』・『監査、相談体制構
築等の不履行』」の事例等がございます。監理団体、実習実
施機関の皆様におかれましては、「これくらいは大丈夫」という
認識を持たず、各種手続きの徹底、労働関係法令等の遵守
を第一とし、これからも監理業務等を行っていただきますようお
願いいたします。
　最後に、技能実習生の失踪者の中には難民認定申請を行
う者も増えております。しかしながら、その多くは難民条約上の
迫害理由に該当しない申立てです。難民認定申請への対応
はすでに年間１万件を超えておりますが、入国管理局では引き
続き、濫用的・誤用的申請への対策に努めてまいります。

　本日は、技能実習法案の概要と、通常国会の衆議院法務
委員会、参考人質疑でいただきました様 な々ご指摘についてご
紹介します。
　法案については、平成27年３月に第189回通常国会へ提出
し、現在（※平成28年10月７日時点）継続審議中です。法案
が成立した後に、政省令をパブリックコメント等の手続きを経て、

発出するほか、現行制度から引き継ぐ点や変更点について皆
様にご理解いただく準備期間等を含めますと、法案成立後も施
行までは一定期間を要すると考えております。
　次に、平成28年度の第190回通常国会で議論された点に
ついてお話しします。新制度では、技能実習生の送出しを希
望する国との間で政府（当局）間取決めを作成し、相手国政府
（当局）と協力して、不適正な送出し機関の排除を目指します。
現行では政府間の取決めがなく、不適正な行為、例えば保証
金その他の徴収等の問題が起こっております。送出し機関が
満たすべき基準を設け、相手国政府の責任において適した機
関をリストアップしていただきます。不正行為や悪質な事例があ
れば調査を行い、その結果によっては受入れを認めません。二
国間取決めの形式、内容等については、法案成立後に相手
国に提示しますが、国会の質疑では内容を公表すべきであると
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帰国する場合は、出国手続きの際に、本人に帰国の意思が
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なしている誤った事例が見受けられます。
　不正行為を類型ごとに見ていきますと、「賃金等の不払」の
事例が最も多くなっています。縫製業を営む実習実施機関で、
技能実習生９名に、約２年８ヶ月間にわたり時間外労働に対す
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　次に多いのは「偽変造文書等の行使・提供」です。例えば、
実習実施機関で、監理団体の事務局長が個人事業として営
む労働者派遣会社から不法就労者の派遣を受けて作業を行
わせ、当該事務局長が当該実習実施機関に対し監査を行っ
ていたケースで、監理団体が実習実施機関における不正行為

を把握しながら、不法就労者の雇用はないかのような虚偽の
記載をした監査結果報告書を地方入国管理局に提出しており
ました。
　また「技能実習計画との齟齬」の事例では、実習実施機関
で、受注減少により実習現場が十分に確保できなくなったとして、
「型枠施工」の技能実習を行うとして受け入れた技能実習生
を、他の実習実施機関において「木製建具手加工作業」に従
事させた事案がありました。
　「労働関係法令違反」については、36協定に規定する限度
時間を超える時間外労働を行わせた事例や、労働基準監督
官に対し虚偽の陳述及び虚偽の記載をした賃金台帳を提出し
た事例（労働基準法第101条違反により是正勧告を受け、ま
た同法第101条違反に関し当該実習実施機関及び労務管理
責任者がそれぞれ罰金刑に処せられた）等がございます。
　不正行為の類型には、この他にも「暴行・脅迫・監禁」「旅券・
在留カードの取上げ」「人権を著しく侵害する行為」「監理団体
における『不正行為等の報告不履行』・『監査、相談体制構
築等の不履行』」の事例等がございます。監理団体、実習実
施機関の皆様におかれましては、「これくらいは大丈夫」という
認識を持たず、各種手続きの徹底、労働関係法令等の遵守
を第一とし、これからも監理業務等を行っていただきますようお
願いいたします。
　最後に、技能実習生の失踪者の中には難民認定申請を行
う者も増えております。しかしながら、その多くは難民条約上の
迫害理由に該当しない申立てです。難民認定申請への対応
はすでに年間１万件を超えておりますが、入国管理局では引き
続き、濫用的・誤用的申請への対策に努めてまいります。

　本日は、技能実習法案の概要と、通常国会の衆議院法務
委員会、参考人質疑でいただきました様 な々ご指摘についてご
紹介します。
　法案については、平成27年３月に第189回通常国会へ提出
し、現在（※平成28年10月７日時点）継続審議中です。法案
が成立した後に、政省令をパブリックコメント等の手続きを経て、

発出するほか、現行制度から引き継ぐ点や変更点について皆
様にご理解いただく準備期間等を含めますと、法案成立後も施
行までは一定期間を要すると考えております。
　次に、平成28年度の第190回通常国会で議論された点に
ついてお話しします。新制度では、技能実習生の送出しを希
望する国との間で政府（当局）間取決めを作成し、相手国政府
（当局）と協力して、不適正な送出し機関の排除を目指します。
現行では政府間の取決めがなく、不適正な行為、例えば保証
金その他の徴収等の問題が起こっております。送出し機関が
満たすべき基準を設け、相手国政府の責任において適した機
関をリストアップしていただきます。不正行為や悪質な事例があ
れば調査を行い、その結果によっては受入れを認めません。二
国間取決めの形式、内容等については、法案成立後に相手
国に提示しますが、国会の質疑では内容を公表すべきであると
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いうご意見がございました。送出し機関あるいは相手国との交
渉の中で、公表できる情報は、皆様が送出し機関を選定する
際の一助となるように公表する所存です。
　新法案では監理団体は許可制、実習実施者については届
出制となり、技能実習計画は個 に々認定制といたします。新た
に「外国人技能実習機構」が設立され、政省令が出ましたら、
しかるべき時期から、新制度上の許可手続きや技能実習計画
の認定の受付、審査等が開始されます。具体的な日程は随時、
お示しさせていただきます。なお国会の質疑では、監理団体が
ホームページ等で活動をPRする場合、技能実習制度を適切
に表現しているかどうかが懸念されております。仮に不適切な
表現が見受けられる場合は、主務大臣による改善命令等を通
じて改善していただくことも想定しております。また新法案では
「外国人技能実習機構」が監理団体の申請受付、実地検査
等の業務を実施することとなっております。新機構の体制、予算、
実地検査の頻度等についても質問がありました。私どもの考え
では、監理団体は年１回、実習実施者は３年に１回は実地検
査を行うものと考えております。実地検査について、先の通常
国会の質疑では、監理団体及び実習実施者に事前通告して
いたのでは実態が見えてこないのではないか、抜打ち検査もす
るべきではないか、というご指摘がありました。このようなご意見
も踏まえ、検討してまいります。また通報・申告窓口の整備、人

権侵害行為等に対する罰則等の整備、実習先変更支援の充
実等についても多くの指摘がございました。 
　この他、先の通常国会では、実習先の変更・転籍の現状に
ついて、柔軟性がないのではというご指摘がありました。私ども
の考えとしては、技能実習制度は一貫した計画の上で技能実
習を経験し、技術を身につけることが趣旨ですので、現行の技
能実習１号、技能実習２号については自由な転籍を認めるもの
ではないと考えております。ただし、現状でも実習実施機関の
経営状況の悪化や、不正行為等で受入れ停止となったケース
では転籍を認めております。技能実習の継続が困難となる事例
はケースバイケースですが、新制度では、実習先の変更を認
める際の考え方を、可能な限り示してまいります。技能実習２号
から技能実習３号への移行は、技能実習生側が技能検定試
験の３級相当の実技試験に合格しており、優良な受入れ先で
あれば、移籍を認める考えでおります。
　業所管省庁、都道府県等に対し、各種業法等に基づく協
力要請等も実施します。今後は諸外国のニーズを踏まえて新し
い職種の追加も行ってまいります。なお、新法の施行と同時に、
「介護」の職種追加を行う予定です。一般的な職種と異なる業
界固有の要件については業所管省庁が主導して、業界に特化
したルールの作成、指導を行ってまいります。
　また優良な監理団体等に対する拡充策として、①受入れ期

トピックス2

念 

校

か
け
は

」
V
1

月

　
　

仕上サイズ
データ 登録
297
210
左アキ

297
210
左

天地
左右
アキ

冨
田

1
V
D
52p

CS5.5

3P-FUJG@002-010.indd   7 2016/12/10   19:46



8 かけはし2017.1 Vol.128

　私はストレスによる心と身体の病気を診る心療内科医です。
ストレス病を予防するために、勤労者メンタルヘルスセンター長
として診療を行う他、全国で講演活動を行っています。また「勤
労者こころのメール相談」として、無料で年間8千件のメール
相談に対応しています。
　今日はスライドの投影をあえて行わず、こうしてマイクを持ち、
皆様の方を向いて、お顔を合わせてお話しします。メンタルヘ
ルスにおいて、人と人が向かい合い、目と目を見て会話するこ
とは、とても重要なことです。この講演の間、皆様は私のことを「技
能実習生」だと思ってください。そして私をしっかり見て話を聴
いてください。
　ではストレスについてのお話を始めましょう。そもそもストレスと
は、元 は々物理学の用語で、物質に外から加えられる力のこと
です。外から何らかの力が加わって歪んだ状況を「ストレス状
態」と言います。心や身体がストレスにさらされる原因は色々で
すが、「働くこと」はとても大きなストレスの一つです。
　今、働き盛りの人の中で、仕事上のストレスから精神疾患を
発症する人や、自殺してしまう人が増えています。近年では日
本国内で１年間に、ストレスが原因で自殺した人の数は約３万
人にもなっています。これは１年間のうちに交通事故で亡くなっ
た人の数の７倍に及びます。この厳しい現実を受けて、職場
におけるメンタルヘルスの問題は、益々重視されるようになり、

現在、50人以上の労働者がいる企業では、ストレスチェックが
義務付けられています。
　しかし、少し見方を変えれば、ストレスは決して悪いだけのも
のではありません。多少のストレスは、働くうえで、また生きるう
えでの必要な刺激、スパイスです。技能実習生が技能を身に
つけるために日本にやってくることも、人生におけるスパイスです
し、皆様が技能実習生と出会うことも、皆様にとっての刺激、
スパイスです。私達はストレスと、上手に付き合っていかなけれ
ばなりません。
　日本に来る技能実習生が、技能実習の現場でどのようなスト
レスを感じているのか、日本人が海外赴任をした場合に感じる
ストレスの研究例を参考に紹介しましょう。母国と異なる環境で
働く際、環境面では「言葉や価値観の違い」「生活習慣等の
違い」がまずストレスになります。また「働く時間や内容の変化」
「限られた人間関係」等や「母国と異なる気候風土」や「健康や
医療、生活上の不安」等も、心と身体に影響します。
　このようにストレスの原因は様々ですが、一方、ストレスをどれ
くらい感じるかには個人差があります。その違いは、個々の性格、
ライフスタイル、そして「精神的サポーター」、つまり相談相手が
存在するかどうかによると言われています。ストレスを感じる状
況では、一緒にいると安心できる人や、困った時に相談に乗っ
てくれる人、将来のことを話し合える人の存在が必要なのです。
技能実習生にとっても「精神的サポーター」が必要です。日頃、
技能実習生と接している皆様は、技能実習生が、普段どんな
ことを感じながら技能実習に臨んでいるか、理解しなければなり
ません。技能実習生は、皆様と同じように大切に思う家族や母
国を離れて日本に来ています。それを忘れずに、一人ひとりの
様子を見るように心掛けてください。
　ストレスにどう対処すべきかについて、厚生労働省は、メンタ
ルヘルス、つまり心の健康保持増進のために、「４つのケア」の
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間の延長、②受入れ枠の増加が予定されております。複数の
職種にまたがる技能実習については、職種間の関連性、合理
性が必要です。また、あくまで同じ実習実施者の元で技能実
習を受けることが前提であり、実習実施者を転 と々することは想
定しておりません。
　また監理団体の許可、技能実習計画の認定の申請先は、「外
国人技能実習機構」に集約されます。現行は地方入国管理局
での審査となっておりますが、新制度では機構で計画の認定が
行われ、その認定を元に地方入国管理局に在留資格認定証
明書の交付申請を行っていただきます。
　先の通常国会の衆議院法務委員会において、自民・民進・

公明の共同提案による修正案が提出されております（内容はP7
図を参照）。
　最後になりますが、監理団体、実習実施機関の皆様に、「外
国人技能実習生フォローアップ調査」についての更なるご協力を
お願いいたします。帰国前の技能実習生に調査票を配付して、
母国に戻ってからの回答をお願いしておりますが、回収率の向
上が課題となっております。今後の二国間取決めにおいては、
送出し国及び送出し機関へのご助力もお願いする所存です。
　以上、技能実習制度の見直しについてお話しをいたしました。
私どもとしましては、平成28年秋の臨時国会での審議を経て
新法案が成立されるように、全力で取り組んでまいります。

独立行政法人 労働者健康安全機構
横浜労災病院
勤労者メンタルヘルスセンター センター長

山本 晴義 様
1991年横浜労災病院心療内科
部長、1998年より現職。日本心療
内科学会監事・専門医、日本産業ス
トレス学会評議員、日本産業精神
保健学会評議員等。著書に『ストレ
ス一日決算主義』（NHK出版）等。

技能実習生のメンタルヘルス対策 ストレス一日決算主義のすすめ

当日
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私はストレスによる心と身体の病気を診る心療内科医です。
ストレス病を予防するために、勤労者メンタルヘルスセンター長
として診療を行う他、全国で講演活動を行っています。また「勤
労者こころのメール相談」として、無料で年間8千件のメール
相談に対応しています。
今日はスライドの投影をあえて行わず、こうしてマイクを持ち、

皆様の方を向いて、お顔を合わせてお話しします。メンタルヘ
ルスにおいて、人と人が向かい合い、目と目を見て会話するこ
とは、とても重要なことです。この講演の間、皆様は私のことを「技
能実習生」だと思ってください。そして私をしっかり見て話を聴
いてください。
ではストレスについてのお話を始めましょう。そもそもストレスと

は、元 は々物理学の用語で、物質に外から加えられる力のこと
です。外から何らかの力が加わって歪んだ状況を「ストレス状
態」と言います。心や身体がストレスにさらされる原因は色々で
すが、「働くこと」はとても大きなストレスの一つです。
今、働き盛りの人の中で、仕事上のストレスから精神疾患を

発症する人や、自殺してしまう人が増えています。近年では日
本国内で１年間に、ストレスが原因で自殺した人の数は約３万
人にもなっています。これは１年間のうちに交通事故で亡くなっ
た人の数の７倍に及びます。この厳しい現実を受けて、職場
におけるメンタルヘルスの問題は、益々重視されるようになり、

現在、50人以上の労働者がいる企業では、ストレスチェックが
義務付けられています。
しかし、少し見方を変えれば、ストレスは決して悪いだけのも
のではありません。多少のストレスは、働くうえで、また生きるう
えでの必要な刺激、スパイスです。技能実習生が技能を身に
つけるために日本にやってくることも、人生におけるスパイスです
し、皆様が技能実習生と出会うことも、皆様にとっての刺激、
スパイスです。私達はストレスと、上手に付き合っていかなけれ
ばなりません。
日本に来る技能実習生が、技能実習の現場でどのようなスト

レスを感じているのか、日本人が海外赴任をした場合に感じる
ストレスの研究例を参考に紹介しましょう。母国と異なる環境で
働く際、環境面では「言葉や価値観の違い」「生活習慣等の
違い」がまずストレスになります。また「働く時間や内容の変化」
「限られた人間関係」等や「母国と異なる気候風土」や「健康や
医療、生活上の不安」等も、心と身体に影響します。
このようにストレスの原因は様々ですが、一方、ストレスをどれ

くらい感じるかには個人差があります。その違いは、個々の性格、
ライフスタイル、そして「精神的サポーター」、つまり相談相手が
存在するかどうかによると言われています。ストレスを感じる状
況では、一緒にいると安心できる人や、困った時に相談に乗っ
てくれる人、将来のことを話し合える人の存在が必要なのです。
技能実習生にとっても「精神的サポーター」が必要です。日頃、
技能実習生と接している皆様は、技能実習生が、普段どんな
ことを感じながら技能実習に臨んでいるか、理解しなければなり
ません。技能実習生は、皆様と同じように大切に思う家族や母
国を離れて日本に来ています。それを忘れずに、一人ひとりの
様子を見るように心掛けてください。
　ストレスにどう対処すべきかについて、厚生労働省は、メンタ
ルヘルス、つまり心の健康保持増進のために、「４つのケア」の
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間の延長、②受入れ枠の増加が予定されております。複数の
職種にまたがる技能実習については、職種間の関連性、合理
性が必要です。また、あくまで同じ実習実施者の元で技能実
習を受けることが前提であり、実習実施者を転 と々することは想
定しておりません。
また監理団体の許可、技能実習計画の認定の申請先は、「外
国人技能実習機構」に集約されます。現行は地方入国管理局
での審査となっておりますが、新制度では機構で計画の認定が
行われ、その認定を元に地方入国管理局に在留資格認定証
明書の交付申請を行っていただきます。
先の通常国会の衆議院法務委員会において、自民・民進・

公明の共同提案による修正案が提出されております（内容はP7
図を参照）。
最後になりますが、監理団体、実習実施機関の皆様に、「外

国人技能実習生フォローアップ調査」についての更なるご協力を
お願いいたします。帰国前の技能実習生に調査票を配付して、
母国に戻ってからの回答をお願いしておりますが、回収率の向
上が課題となっております。今後の二国間取決めにおいては、
送出し国及び送出し機関へのご助力もお願いする所存です。
以上、技能実習制度の見直しについてお話しをいたしました。

私どもとしましては、平成28年秋の臨時国会での審議を経て
新法案が成立されるように、全力で取り組んでまいります。

独立行政法人 労働者健康安全機構
横浜労災病院
勤労者メンタルヘルスセンターセンター長

山本 晴義 様
1991年横浜労災病院心療内科
部長、1998年より現職。日本心療
内科学会監事・専門医、日本産業ス
トレス学会評議員、日本産業精神
保健学会評議員等。著書に『ストレ
ス一日決算主義』（NHK出版）等。

技能実習生のメンタルヘルス対策 ストレス一日決算主義のすすめ

当日
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指針を掲げています。
　一つ目は「セルフケア」です。まずは本人が心や身体の変化
に気付き、それが、ストレスが原因で起こっているのかどうか判
断することです。例えば「目が疲れている」という自覚があったと
すれば、最初に受診していただくのは眼科ですが、目の機能
に異常が無ければ、夜更かしや、パソコンやスマホの長時間
使用等の生活習慣を疑ってください。それでも思い当たる原因
がなければ、心療内科を受診するようにしてください。
　二つ目は「ラインによるケア」です。職場の管理監督者には、
職場の環境を把握し、改善に当たることが求められています。日
ごろから技能実習生の健康状態を見守り、変化に敏感に気付く
ことが大切です。「いつもとは違う」と思うことがあれば、技能実
習生にすぐ声を掛けてあげてください。もし相談事があれば、最
後までその言葉に耳を傾け、一度で理解できないことは、「きち
んと理解したいからもう一度話してほしい」と伝えてください。
　皆様が技能実習生と話すことで、ある程度、その技能実習
生が抱えている問題が整理されるかもしれません。しかし、こ
こでは、解決やアドバイスを急いではいけません。専門家と協
力しながら問題の解決を図るとよいでしょう。厚生労働省は、こ
の段階での三つ目のケアとして「産業医、保健師、人事労務
等の事業場内産業保健スタッフ等によるケア」を、四つ目のケア
として「医療機関、労災病院等の事業場外資源によるケア」を
掲げています。これらを活用して対処してください。
　今日の資料には、JITCO 編集・発行の「メンタルヘルスガイ
ドブック」（※）も同封配布されています。私もこの本の監修に加
わっておりますが、よくまとまっていますので、ぜひ読んで参考に
なさってください。
　次に、ストレスの解消方法についてお話ししましょう。私がお
勧めしているのは、「ストレス一日決算主義」の生活です。
　多くの人は１週間のサイクルで生活しています。平日は仕事
で忙しく、ストレスの解消は週末まで持ち越しです。しかし、ス
トレスは毎日溜まるものですから、本来なら先送りせずにその日
に解消したほうがよいのです。私の知る例で、こんなことがあり
ました。ある人に、「あなたのストレス解消法は何ですか？」と尋

ねたところ、「釣りです」と言うので、「それは素晴らしいですね、
最近はいつ行きましたか？」と聞き返すと、なんと「３年前です」と
言うのです。これではとてもストレスを解消できません。毎日でき
る解消法を持つことが重要です。
　ごく簡単な方法を一つお教えしましょう。「腹式呼吸と背伸び
のリラクセーション」です。リラクセーションの目的は、自律神経
系の交感神経の働きを抑え、副交感神経を優位にすることで
す。腹式呼吸や背伸びをすると、身体の緊張が解けて心拍
数が下がり、免疫力が高まります。「強制呼吸」と言いまして、
お腹に力を入れて、「ふうっ」と勢いよく息を吐き出す方法も効
果があります。ストレスを身体から追い出すつもりで実践してみ
てください。
　この他に取り入れてほしいのが「１日15分の運動」「早起き、
早寝」「１日30分の会話」です。
　運動は、ごく軽いもので十分です。皆様もよくご存じの「ラジ
オ体操」はおすすめです。ぜひ技能実習生にも教えてあげてく
ださい。
　睡眠も、ストレス解消のために欠かせません。質の良い眠り
を得るためには、平日も休日も、変わらずに決まった時間に起き
る習慣を身につけることです。休日はつい長く眠りたくなりますが、
それではかえって身体のリズムが乱れてしまいます。起きる時
間は、仕事が始まる３時間前を目安にしてください。眠る時間
はこだわらず、眠たくなった時に眠る、で結構です。
　また、「声を出すこと」も健康に役立ちます。一日30分は、
誰かと対面でお話しするようにしましょう。大きな企業では、隣
の席の人ともメールでやりとりをするといった話も聞きますが、こ
れではいけません。
　今日は、外国人技能実習生にも「精神的サポーター」の存在
が必要であること、日常生活の中ですぐできるストレス解消法の
実践が大切であることをお伝えしました。私が目指しているのは、
自分も家族も会社も祖国も元気にできるような、メンタルヘルスケ
アです。今日お話ししたことを、技能実習の現場で、あるいは
会社やご家庭で実践してみてください。
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当日は「背伸び」と「腹式呼吸」を組み合わせたリラクセーションを実践しました。

※講演当日は、山本晴義先
生監修「メンタルヘルスガイ
ドブック」（JITCO編集・発行）
の配布を行いました。
PDF版はJITCOホームペー
ジより無料でダウンロードして
お使いいただけます。

 http://www.jitco.or.jp/download/data/text/mentalhealth.pdf
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　入賞者の皆様、おめでとう
ございます。今年はテーマが
自由ということもあって、多様な
内容の作品が集まりました。そ
れぞれに個性がある立派な作
品ばかりで、年々、応募作品
のレベルが上がってきていると
思います。そんな中から最優

秀賞に選ばれた４名の作品について、他作品との違いを考え
てみますと、日本で感じた喜びや気付きについて、「これだけ

はどうしても伝えたい」という思いの強さだったのではないでしょ
うか。思いの強さが、読者により深い感動を与えたのではない
かと思います。
　海外からやって来て技能実習に取り組み、こんなに真剣に
生きている若者達がいること、そしてその若者達を監理団体、
実習実施機関の皆様が本気で支えていらっしゃることを、多く
の人に知っていただきたいと思います。そのためにも、この日
本語作文コンクールの継続は重要です。今年は女性の入賞
者が多かったのですが、次回は男性にもぜひ挑戦してほしい
と思います。

氏名 グエン ティ クイン トー グエン ファム フー クイン ドリジンラガチャー
ナサンジャラガル

作品名 『危機一髪』 『私のキャンバス』 『「いける」という言葉 』 『私は仔牛のお母さん』

国籍 中国 ベトナム ベトナム モンゴル

職種 電子機器組み立て 電子機器組み立て 工業包装 畜産農業

実習実施機関 紀南電工株式会社 株式会社ナカニシ マップス株式会社 ヤマギシズム生活豊里実顕地
農事組合法人

監理団体 ＥＬＣ事業協同組合 鹿沼機械金属工業協同組合 西日本海外業務支援協同組合 協同組合亜細亜の橋

■最優秀賞を受賞された４名

第24回外国人技能実習生・研修生日本語作文コンクールの表彰式

公益社団法人国際日本語普及協会　理事長　関口 明子 様講 評

第三部では、第24回を迎えた日
本語作文コンクールの表彰式が
行われました。厳正な審査の結
果、1,937編の作品の中から選
ばれた27名の入賞者（最優秀賞
４名、優秀賞４名、優良賞19名）
に表彰状等が贈られました。

第三部
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